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第 7 章と第８章は実験の分析と評価である。まず 3D プリント品が「プロダクト」とし
て機能的に問題なく利用できるレベルになっているかの確認がなされる。本実験では、
細胞毒性テストと皮膚刺激性テストを通過し認証を得た軟質エラストマー材を用いて３
Ｄプリントを行っているが、これらの安全性についても確認がなされる。次に医療従事
者がソフトウェアを操作しながら、臨床の現場でスムーズに作業を進めることができる
かどうかの「プロセス」を確認するワークショップの様子が、詳細な分析とともに示さ
れる。実際に共同開発したソフトウェアを使用する中から、医療従事者がつまづきやす
い点やコツがいる点などが整理される。 
 
第 9章は結論である。本研究の学術的貢献と今後の課題が述べられ、またソフトウェア
をオープン化することに伴う医療的なリスクについても精緻な議論が展開される。今後、
本研究で制作した 3D プリンティング品が実際に患者に適用されるためには、病院での
認可が必要となるが、それに向けての新たな展望が述べられる。 
 
本研究は、3D プリンティングの医療現場への具体的な実装可能性を追求し、デジタル
ツールの開発と実験を通じてデザイナー兼エンジニアと医療従事者に求められる新たな
役割と関係性を明らかにした。 
 
デザイン工学およびデザイン方法論の知見を基礎としながらも、異分野の知見を参照し
ながら執筆された博士論文は、最終的にデザインの専門家から見ても、医療の専門家ら
見ても学術的に十分な価値があると認められた。よって、本学位請求論文は博士（政策・
メディア）の学位授与の要求水準を満たすものと認められる。 
 
